






































































果的な算数・数学的活動を展開していく場として「みつける 「つくる 「つかう」場面が位置づ」 」
けられるということである。③－ で述べるが「みつける 「つくる 「つかう」場面は単元，カ1) 」 」
リキュラムのレベルにおいても同様のプロセスが考えられる。そのレベルでのプロセスは，次節に



















（ ） ， 。潔に表現し 抽象化し 原則に従って 数理的処理を施し考察すべき課題とする活動も考えられる





















































































































ア：星型ｎ角形を作図する ・・・・・・・・・・・・・・・・ Ａ，Ｂ，Ｃ）。 （
イ：星形ｎ角形の頂角を計測する ・・・・・・・・・・・・・ Ａ，Ｂ，Ｃ）。 （
ウ：星形ｎ角形の図に操作を施す ・・・・・・・・・・・・・ Ａ，Ｂ，Ｃ）。 （
エ：星形ｎ角形の頂角の総和についての関係を推測する ・・・ Ｂ，Ｃ）。 （

















































星形七角形（１つとばし ：５４０(度) 星形七角形（２つとばし ：１８０(度)） ）
























































。 ， ，としてとらえた 言い換えれば 観察不可能な数学的な見方・考え方の達成を評価するにあたって
観察可能な算数・数学的活動を証拠・手がかりとして，これについての妥当な推論あるいは命題を
作り上げるプロセスであるということができよう。以下，具体的な例を挙げて述べてみたい。











○ジオボード ○格子点方眼 ○ドット点の数 ○底辺の長さを一定 ○３辺の長さ ○構成した三角，
上に，辺の長 紙の直角に着 点の間の数に着 にし，その中線上に をすべて異な 形が，直角三角
さ等に着目し 目して，直角 目して辺の長さ ある頂点の位置を移 るようにして 形・二等辺三角
ながら，それ 三角形を構成 を等しくし，い 動するなど，順序よ 不等辺三角形 形・正三角形・
ぞれの三角形 する。 ろいろな二等辺 く考えて，それぞれ を構成する。 不等辺三角形に






















ならない場合の考察を通して，展開 ためのアイデア 類別 を考え できないことの理由を考（ ） ，
図がかけるための条件を考える。 １１種類の展開図をかく。 える。
本時の数学的活動
○それぞれの ○展開図が ○展開図にな ○展開図同士 ○根拠を明 ○全ての ○展開図が１１
展開図につい かけるため らないものに の関係を見い らかにして 展開図を 種類以上できな
て，立方体に の条件をみ ついて，その だし，関係を 展開図の類 かく。 いことの理由を
なる理由を考 つける。 理由を説明す 説明する。 別を考える 説明する。。
える。 る。
数学的な見方・考え方の達成の評価（数学的活動の価値づけ）



















， 。 ，究の対象に関わらず 次のような３つの共通した数理探究のプロセスがあると考えた すなわち
「出会い 「構成と操作 「利用」である。このプロセスは発達段階に沿って，探究の対象を拡」 」
げながら，らせん状に質を高めていくものと考えられる。そこで，これらを単元およびカリキュ
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，「 《 》」（ 「 」），ながりを一層明らかにしていくために かたちとの であい 現行小１ いろいろなかたち
「かたちの《こうせい・そうさ （現行小１「かたちづくり 「図形の《構成と操作 （現行小》」 」）， 》」
２「三角形・四角形 ，……「論証との《出会い （現行中２「図形の調べ方 「論証の《構成」） 》」 」），
と操作》Ⅰ （現行中２「図形と合同 ）……のような単元の名称とした。中学校第２学年と第３」 」
学年の図形領域の単元構成については次のように考えている。
































・本研究で開発された数理探究のプロセス「出会い 「構成と操作 「利用」は，本研究を通じ」 」
て一定の妥当性を得られるものと考える。しかしながら，これらのプロセスは研究の過程で帰
納的に抽出されたものであるため，より理論的な精緻さが要請されること。
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